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1． 結果の概要：1-3月期はやや減速 

6月 18日、ロシア連邦統計局は国内総生産（ＧＤＰ）を公表し、結果は以下の通りとなった。 

【実質ＧＤＰ成長率（未季節調整系列）】 

・2020年 1-3月期の前年同期比伸び率は+1.6％、予想1（同+1.6％）と同じで、前期（同+2.1％）

から減速した（図表 1・2） 
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（図表 2） 

 

 

2． 結果の詳細：多くの産業でブレーキがかかった公算大 

今回の結果は、5月 19日に公表されていた予備推計値からも変化がなかった。 

同時に公表された産業分類別2の伸び率を見ると（図表 3）、「金融」セクターが前期に引き続き最

も伸び率が高く前年同期比+9.8％となった。また、「小売・卸売」が+4.9％、「製造業」が+3.6％と

高い成長率を記録した。一方で、「水道」「事務サービス」「運輸」は前期に引き続き前年同期比でマ

イナス成長となった。 

需要別の伸び率や季節調整系列については、6 月 18 時点でロシア連邦統計局のウェブサイトか

ら入手できなかったが、昨年度までの需要別の動向をみると（図表 1・4）、年末での輸出減少が目

立っており、コロナ禍による原油需要低迷の影響を受ける前から輸出が伸び悩んでいたことがわか

る。季節調整系列については、1-3 月期を簡易的に試算するとＧＤＰ伸び率は前期比でマイナスと

 
1 bloomberg 集計の中央値。以下の予想値も同様。 
2 自家利用の財・サービスについては便宜的に第三次産業（その他）に含めた。 
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なり、多くの産業で成長にブレーキがかかった公算が高い（図表 5）。 

ロシアでは、プーチン大統領が非労働期間として住民への外出自粛を要請したのが、3月 28日以

降であり、モスクワで厳しい外出制限がなされたのが 30日以降であるため、1-3月期の成長率に対

する新型コロナウイルスの影響と封じ込め政策の影響は限定的とみられるが、減速の兆しもわずか

にみられる。 

（図表 3） 
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（図表 5） 

 

 

1-3 月期のコロナ禍のロシア経済への影響は

限定的だったと言えるが、その後はコロナ禍の

影響を大きく受けている。感染者は米国・ブラ

ジルに次ぐ規模となり、4 月以降は封じ込め政

策によって、消費活動や生産活動も急停止を余

儀なくされた（図表 6）。 

足もとでは 5月 11日に非労働日が解除され、

産業再開が段階的に実施されていることや、原

油価格が、ＯＰＥＣプラスで協調減産を続けて

いることもあり、下げ止まりの兆しが見えてい

るため、経済減速の最悪期は脱したと言えるが、コロナ禍による内需・外需の落ち込み影響は長期

化すると見られ、経済活動は低い水準での推移が続くと言える。 
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（お願い）本誌記載のデータは各種の情報源から入手・加工したものであり、その正確性と安全性を保証するものではありません。また、本誌は情報提

供が目的であり、記載の意見や予測は、いかなる契約の締結や解約を勧誘するものではありません。 
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